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新
し
い
年
を
迎
え
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
昨
年
度
、
名
田
島
自
治
会
連
合
会
が
各
集
落
、
各
種
団
体
の
ご
賛

同
と
ご
協
力
を
得
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。
 

　
自
治
会
活
動
に
は
、
多
様
な
活
動
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
名
田
島

地
区
ゴ
ミ
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
美
化
活
動
を
実
行
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

ふ
る
さ
と
祭
り
を
実
行
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拝
見
致
し
、
自
治
会
活

動
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
致
し
ま
し
た
。
 

　
私
は
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
で
清
掃
活
動
や
ふ
る
さ
と
祭
り

で
発
揮
さ
れ
た
皆
様
の
力
、
市
の
力
、
県
の
力
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
が

結
集
さ
れ
た
力
、
地
域
の
実
状
に
適
し
た
統
合
力
を
発
揮
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
私
は
多
様
な
自
治
会
活
動
に
向
け
て
、
交
通
安
全
、
防

災
対
策
の
充
実
し
た
名
田
島
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
美
化
の
名
田
島
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
担
う
子
供
達
を
大
切
に
す
る
教
育
の
環
境
づ
く
り
等
、

二
十
一
世
紀
に
生
き
生
き
躍
動
す
る
名
田
島
づ
く
り
に
、
自
治
会
・

各
種
団
体
に
結
集
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
力
強

く
進
め
て
参
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
新
年
を
迎
え
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
致
す
次
第
で

あ
り
ま
す
。
 

名
田
島
自
治
会
連
合
会
　
　
　
　
　
　 

　
　
会 

長
　
大
　
林
　
基
　
宏 



2

集落のボランティア活動の一部を紹介します

　
自
治
会
連
合
会
発
足
以
来
、
二
度
に
わ
た
り
延
べ
六
十
数
名

の
参
加
者
で
椹
野
川
河
川
公
園
及
び
2
号
線
バ
イ
パ
ス
側
道
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
二
度
に
わ
た
り
ご
心
配
い
た
だ
い
た
民
生
部
会
長
の
原
田
正

之
さ
ん
の
自
治
会
に
寄
せ
る
気
持
ち
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

☆島地区老人クラブの皆さんにより「県道」の島上バス停より2

号線バイパス下までの草とりを年1回実施 

☆東開作地区の20歳から40歳までの皆さんを主体に「県道」の

2号線バイパス下より向山上との境までの草とりを年2回実施 

☆昭和西地区の全員で中川堤防の草刈りを年2回実施 

民
生
部
会
長
　
原

田

正

之

 

　
自
治
会
連
合
会
発
足
以
来
、
5
月

と
10
月
に
バ
イ
パ
ス
側
道
、
椹
野
川

河
川
敷
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
各
位
の
ご
協
力
、
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
各
自
治
会
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
清
掃
活
動
を
合

わ
せ
て
行
い
、
地
域
全
体
の
環
境
美

化
に
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

　
食
生
活
の
多
様
化
と
共
に
簡
単
に

調
理
で
き
る
食
物
が
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
健
康
の
た
め
に
は
『
地
産
地

消
』
と
い
わ
れ
、
地
元
の
生
産
物
が

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
農
家
及
び
非
農
家
の
農
産
物
の
消

費
の
現
状
を
調
査
し
て
、
こ
れ
か
ら

何
を
す
べ
き
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

　
高
齢
者
福
祉
事
業
、
乳
幼
児
福
祉

事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
と
し
た
諸
行
事
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
若
者
の
定
住
に
つ
い
て
は
、
住
宅
、

職
業
を
は
じ
め
解
決
す
べ
き
問
題
が

余
り
に
も
多
い
の
で
、
早
急
な
進
展

は
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
民
生
部
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
願

い
し
ま
す
。
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自
治
会
活
動
の
一
年
の
歩
み
 

　
名
田
島
地
区
で
は
、
長
い
間
の
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
自
治
会
組
織

化
の
問
題
が
協
力
員
委
員
会
討
議
を

重
ね
、
自
治
会
組
織
化
の
準
備
会
が

発
足
し
、
更
に
討
議
を
得
て
各
集
落
、

各
位
、
各
種
団
体
の
賛
同
と
協
力
を

得
て
、
昨
年
3
月
29
日
に
名
田
島
自

治
会
連
合
会
が
発
足
し
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
月
日
の
流
れ
は
早
く
、
発
足
後
一

年
を
迎
え
る
季
節
に
な
っ
て
参
り
ま

し
た
。
 

　
自
治
会
活
動
の
一
年
の
歩
み
を
ご

紹
介
致
し
ま
し
て
、
本
年
度
の
活
動

の
指
針
に
役
た
つ
ご
意
見
等
を
賜
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

■
ゴ
ミ
ゼ
ロ
、美
化
活
動
の
 

 
 
 
 
 
 
 
取
り
組
み
 

　
国
道
2
号
線
、
益
田
鉄
工
所
前

交
差
点
付
近
の
美
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
4
月
）
 

　
交
差
点
で
あ
り
、
草
・
竹
・
木
等

が
非
常
に
繁
茂
し
見
通
し
の
悪
い
状

態
が
長
い
間
放
任
さ
れ
て
い
る
実
状

と
、
堰
の
管
理
の
障
害
に
な
る
二
点

に
つ
い
て
地
元
よ
り
強
い
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
 

　
早
速
、
権
利
関
係
の
存
在
〔
土
地

の
所
有
権
の
存
在
〕
の
確
認
の
た
め

に
登
記
簿
、
謄
本
を
持
参
し
国
土
交

通
省
に
地
元
の
要
望
事
項
を
提
出
し

ま
し
た
。
国
土
交
通
省
も
地
元
側
の

実
状
を
認
識
さ
れ
、
現
在
の
様
に
改

善
さ
れ
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
2
号
線
下
の
山
口
市
道
、

並
び
に
椹
野
川
河
川
公
園
の
清

掃
に
つ
い
て
（
5
月
・
10
月
）
 

　
こ
の
2
ヶ
所
の
地
点
は
草
・
竹
・

木
が
繁
茂
し
、
非
常
に
多
く
の
ゴ
ミ

も
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
近
隣
地
区
の
み
な
さ
ん
の
要
望
と
、

青
少
年
健
全
育
成
地
区
民
会
議
の
皆

さ
ん
方
の
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
、

空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
等
、
毎
年
実
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
青
少
年
健
全

育
成
地
区
民
会
議
の
皆
さ
ん
の
清
掃

活
動
に
も
限
界
が
あ
り
、
非
常
に
困

難
で
あ
る
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
解
決
策
と
し
て
『
名
田
島
地
区
ゴ

ミ
ゼ
ロ
』
の
美

化
活
動
の
一
環

と
し
て
、
自
治

会
の
民
生
部
会

が
主
体
に
各
種

団
体
の
賛
同
と

協
力
を
得
て
清

掃
活
動
に
奉
仕

し
て
参
り
ま
し

た
。
 

　
椹
野
川
河
川

公
園
に
つ
い
て

は
、
「
二
島
堰

ま
で
清
掃
し
、

河
川
公
園
ら
し

く
す
べ
き
だ
」

と
の
意
見
を
賜

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
本
年
度

中
に
、
解
決
す

べ
き
課
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
2
号
線
下
の
山
口
市
道
も
一
段
と

清
潔
な
市
道
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
も
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
て
い
る

の
が
実
状
で
す
。
 

　
不
法
投
棄
禁
止
の
立
て
看
板
設
置

等
の
、
創
意
工
夫
を
重
ね
る
努
力
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
な
い

か
と
、
推
察
し
て
お
り
ま
す
。
 

 

名
田
島
郵
便
局
隣
接
地
の
土
地

〔
高
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
有
地
〕

の
清
掃
に
つ
い
て
 

　
こ
の
土
地
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
借
地
契
約
に
基
づ
き
、
毎
年
清
掃

活
動
に
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
『
名

田
島
地
区
ゴ
ミ
ゼ
ロ
』
美
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
企

画
部
会
で
討
議
を
経
て
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
の
廃
品
、
そ
の
他
の
廃
品
物
の
撤

去
を
行
い
美
化
活
動
に
協
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
 

 ■
自
治
会
報
告
に
つ
い
て

　
自
治
会
総
務
会
の
取
り
組

み
（
7
月
）
 

　
自
治
会
報
を
発
行
し
各
戸
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
。
 

 ■
防
災
活
動
に
つ
い
て

　
椹
野
川
、
南
若
川
堤
防
の

補
強
工
事
に
つ
い
て
（
8
月
）
 

　
山
口
県
知
事
宛
に
要
請
活
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
向
山
中
、
市
道
拡
幅
、
市

道
新
設
に
つ
い
て
（
8
月
）
 

　
市
道
拡
幅
と
市
道
新
設
に
つ
い
て

は
、
地
元
側
の
土
地
提
供
が
大
き
な

条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元

側
の
地
権
者
の
土
地
提
供
の
承
諾
書

を
添
付
し
て
山
口
市
長
宛
に
要
請
し

て
い
ま
す
。
 

　
以
後
は
、
行
政
当
局
の
現
地
調
査

後
に
道
路
行
政
の
計
画
に
編
入
さ
れ

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
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編

集

後

記

 

  　
椹
野
川
沿
い
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て

い
る
と
助
手
席
の
孫
が
突
然
「
大

き
な
鳥
が
泳
い
で
る
よ
！
」
と
叫

び
ま
し
た
。
何
と
10
数
羽
の
鵜
が
、

か
わ
る
が
わ
る
小
魚
を
追
い
か
け

潜
っ
て
い
ま
し
た
。
名
田
島
に
生

ま
れ
育
っ
た
私
で
す
が
、
こ
れ
ほ

ど
沢
山
の
鵜
を
見
た
記
憶
が
あ
り

ま
せ
ん
。
下
水
処
理
も
良
く
な
り
、

水
が
綺
麗
に
な
っ
た
と
実
感
し
た

次
第
で
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
「
住
ん
で
て
良
か

っ
た
」
と
、
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
名
田
島
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

職 員 の 紹 介  

　この度、志賀富子さんに自治会連合会の事務局を
勤めていただくことになりました。 
　よろしくお願いします。 
　 
　勤務先：山口市名田島出張所内 

　タイトルを募集し期間内に数件の応募がありました。

役員会で検討の結果『田園』に決定しました。 
　ご応募ありがとうございました。 

■
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
 

　
交
通
安
全
に
係
る
県
道
拡

幅
と
歩
道
設
置
に
つ
い
て
 

　
県
道
上
新
栄
橋
か
ら
山
本
理
容
店

ま
で
の
県
道
拡
幅
と
歩
道
設
置
に
つ

い
て
は
、
県
行
政
当
局
に
地
元
側
に

要
請
活
動
が
展
開
で
き
る
条
件
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
 

　
条
件
整
備
の
進
む
べ
き
方
法
が
課

題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 

　
名
田
島
地
区
の
島
の
墓
所

よ
り
秋
穂
線
入
口
交
差
点
ま

で
の
歩
道
新
設
に
つ
い
て
 

　
水
路
上
に
歩
道
新
設
は
特
殊
建
築

物
に
属
し
、
設
置
者
が
管
理
者
の
同

意
を
得
て
建
築
出
来
る
と
都
市
計
画

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
の
法
規
制
の
基
で
は
、
河
川

公
園
内
に
歩
道
は
不
充
分
な
が
ら
設

置
さ
れ
て
い
る
実
状
と
、
自
治
会
に

は
水
路
の
管
理
権
と
歩
道
を
設
置
す

る
義
務
権
も
存
在
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
関
係
上
、

要
請
に
お
応
え
す
る
事
が
で

き
な
い
の
が
実
状
で
す
。
 

　
11
月
17
日
　
山
口
市
当

局
に
よ
る
リ
レ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
 

　
山
口
市
行
政
当
局
主
催
の

リ
レ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

の
機
会
に
名
田
島
地
区
の
要

望
意
見
と
し
て
、
行
政
側
に

伝
達
す
る
事
は
重
要
な
事
と

認
識
し
、
ご
案
内
申
し
上
げ

て
多
数
の
方
々
の
ご
出
席
を

賜
り
要
望
意
見
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
地
元
民
の
熱
意

が
伝
達
で
き
た
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
 

■
要
望
意
見
骨
子

高
齢
化
社
会
に
伴
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
川
東
地
区
に
も
導
入
す
べ
き
で

あ
る
。

山
口
市
道
、
通
学
道
の
草
、
竹
、

木
等
、
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
物
件

に
つ
い
て
産
業
廃
棄
物
と
し
て
迅

速
に
処
理
を
望
む
。
 

河
川
清
掃
に
つ
い
て
南
若
川
河

川
〔
県
道
側
〕
の
進
入
路
の
新
設

に
つ
い
て
。
 

南
若
川
県
道
に
つ
い
て
民
家
の

無
い
箇
所
か
ら
県
道
拡
幅
、
歩
道

の
新
設
を
望
む
。

少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
、
児

童
手
当
の
増
額
を
望
む
。

不
法
投
棄
物
件
の
処
理
に
つ
い
て
 

自
治
会
と
し
て
防
災
体
制
の
充

実
の
た
め
尚
一
層
の
努
力
を
要
請

す
る
。
 

不
法
投
棄
看
板
の
設
置
費
用
の

負
担
。
山
口
市
道
、
通
学
道
の
清

掃
活
動
に
於
け
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
、
実
費
費
用
の
負
担
に
つ

い
て
。
 

南
部
総
合
セ
ン
タ
ー
屋
外
に
洋

式
ト
イ
レ
の
設
置
 

 　
以
上
、
要
点
の
項
目
が
あ
り
、
意

義
あ
る
リ
レ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ

っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
名
田
島
づ
く
り
の
為
の
建
設
的
な

意
見
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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